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レジャーダイバーの過去10年間における減圧障害治療の推移
芝　山　正　治＊
Transition of Decompression Illness Treatment



















































































































































































ある。最大水深が28.4 m、30.7 m、37.5 m と浅
い水深から深い水深へと移行する Reverse 
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